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平成 28年 6月 30日 

各      位 

 

会 社 名  株式会社セレスポ 

代表者名  代表取締役社長 稲葉 利彦 

（コード：9625、JASDAQ） 

問合せ先 専務取締役 コーポレート本部長 岡本 敦哉 

      （TEL：03-5974-1111） 

 

 

セーラー広告株式会社との業務提携に関するお知らせ 

 

当社は、平成 28年 6月 30日開催の臨時取締役会において、セーラー広告株式会社との間で、イベント

プロデュースの全国展開に向けた取り組み強化施策の一環として、中国・四国地方におけるイベント・プ

ロモーション活動に関して業務提携することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

1．業務提携の理由 

セーラー広告は、独立系広告会社として四国および岡山・広島エリアを中心に、広告の企画・制作、セ

ールスプロモーションおよびイベントの開催など、広告に関するあらゆるサービス活動を提供しておりま

す。 

 今回の業務提携において、セレスポのスポーツイベントや全国育樹祭等の行幸啓行事をはじめとするイ

ベント領域における知見・ノウハウと、セーラー広告が行っている、中国・四国地方における地域ネット

ワークを生かしたエリアマーケティングを組み合わせることで、地域に密着したコミュニケーションをさ

らに高める企画力と制作力の向上を目指します。これにより、2020年に向けたスポーツ機運の高まりを生

かし、イベントを切り口とした地方創生に向けた取り組みを強化・加速させていきます。 

 また、セレスポの全国での制作実績およびネットワークを生かし、中国・四国地方の都市が大都市圏に

おいてプロモーション活動をする際の受注促進を目指します。 

 

2．業務提携の内容等 

1）中国・四国地方における協業内容 

 スポーツイベント、行幸啓行事、全国巡回イベントの共同受注、制作および企画開発 

 イベント・プロモーションの企画、制作、運営、および広告、広告制作、媒体協力構築 

 

2）日本全国における協業内容 

 中国・四国地方の都市による大都市圏でのプロモーション活動 
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3．業務提携の相手先の概要 

1） 名称 セーラー広告株式会社 

2） 所在地 香川県高松市扇町 2-7-20 

3） 代表者の役職・氏名 村上 義憲 

4） 事業内容 
広告出稿、広告媒体制作、広告制作、マーケティング、セールスプロモー

ション、イベント、インターネット広告 

5） 資本金 2億 9,486万円 

6） 設立年月日 昭和 26年 3月 30日 

7） 大株主及び持株比率 セーラーグループ社員持株会（15.3%） 

8） 
上場会社と当該会社 

との間の関係 

資本関係 

両社間には、記載すべき資本関係はありません。また、

両社の関係者及び関係会社間においても特筆すべき資

本関係はありません。 

人的関係 

両社間には、記載すべき人的関係はありません。また、

両社の関係者及び関係会社間においても特筆すべき人

的関係はありません。 

取引関係 

セーラー広告は、一部地元企業の集客イベントに関し

て、その運営をセレスポに発注しております。（平成 28

年 3月期実績 4百万円） 

関連当事者への 

該当状況 

両社は、それぞれ関連当事者には該当しません。また、

両社の関係者及び関係会社は、それぞれの関連当事者に

は該当しません。 

9） 当該会社の最近 3年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期  平成 26年 3月期 平成 27年 3月期 平成 28年 3月期 

連結純資産 1,661百万円 1,733百万円 1,764百万円 

連結総資産 4,809百万円 4,554百万円 4,592百万円 

1株当たり連結純資産 441.81円 460.05円 466.96円 

連結売上高 9,485百万円 9,264百万円 9,068百万円 

連結営業利益 151百万円 184百万円 118百万円 

連結経常利益 164百万円 201百万円 147百万円 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 
82百万円 68百万円 69百万円 

1株当たり連結当期純利益 22.02円 18.41円 18.54円 

1株当たり配当金 5.00円 5.00円 5.00円 

 

4．日程 

1） 取締役会決議日 平成 28年 6月 30日 

2） 契約締結日 平成 28年 6月 30日 

3） 事業開始日 平成 28年 7月 1日 
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5．今後の見通し 

当該業務提携が、両社の業績に与える影響は軽微です。今後、両社の業績に重大な影響を与えることが

明らかになった場合には、適時お知らせいたします。 

 

以 上 


